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さる学会誌上にて非木造建築の一部(主に床)を使用する事で新たに膨大な木材需要の道

が開けるという主張を見ました。それを書いたのが、福岡大学工学部教授稲田達夫氏でし
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試験場などの専門家に打診したところ、思いがけない強い共感を得られ、ここに「超高層
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需要が生まれるのではなく、ただ単に木造建築内での場所取り争いになるケースが多かっ

た事が上げられます。 
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庁や関係機関、委員の先生や多くのアドバイザーの方々のおかげで、「夢のような話」が実

現に向け大きく進展、このような成果を得られたことを心から感謝申し上げます。 
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第 1章 はじめに 

 

1-1.事業目的 

従来補強コンクリート構造（RC 造）で造られ

ていた非住宅建物（特に超高層鋼構造オフィスビ

ル等）の床の構造体に CLT を使用することにより、

国産木材の新たな市場分野を開拓し、国産木材の

使用量を飛躍的に増大させることが、本事業の目

的である。 
我が国の国産木材の利用促進を図るためには、

国内に新たな木材市場を開拓することが必要である。具体的には、従来我国では木材の積極的利

用が行われることの殆ど無かった、非住宅建物分野への木質材料の使用促進を進めることを提案

する。試算によれば、仮に年間に建設される全ての非住宅建物の床を木質化すれば、丸太ベース

で約１０００万 m3 超の木材需要の拡大に繋がるが（表１参照）、現況における年間の我が国の国

産木材需要が約２０００万ｍ３であることを考慮すると、非住宅建物の床の木質化が、極めて効

果的な試みであることは明らかである。  

 

 

1-2.本事業の実施内容 

本事業が提案する「非住宅建物（特に超高層鋼構造オフィスビル等）の床の CLT 化」の実用化

に向けての検討すべき課題の内、特に今回の事業が対象とするのは防耐火性能に関わる事項であ

る。本事業が提案する、超高層ビルを含めたオフィス床の CLT 化を進めるためには、木床の２時

間耐火性能の実現が不可欠である。CLT 床の２時間耐火の実現にあたり、検討すべき課題として

は、 
①耐火被覆材の仕様 
②耐火被覆材取り付け用コースレッドからのヒートブリッジの有無、回避の方法 
③鉄骨から伝わる熱による CLT の発火の有無、回避の方法 

の３項目が挙げられる。 
 耐火被覆の方式としては、下図に示す、被覆タイプと燃え止まりタイプの２方式について検討

を行う。 

 
図 1-1 被覆タイプ 
 

表 1-1 新たな国産木材市場の開拓 
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図 1-2 燃え止まりタイプ 

 
本事業は、山佐木材、福岡大学の他、森林総合研究所、建材試験センター等とも連携しながら

検討を進めるものとする。 
 
 
1-3.本事業の進め方 

防耐火に関わる問題の検討方針は以下である。 
 まず、第一ステップとしては、森林総合研究所の協力を得て、小型炉による検討を行 
う。この段階の主な目的としては、最適と思われる耐火材料（ケイ酸カルシウム板、石膏ボード、

ALC 板等）の組み合わせを導き出すことである。 
 第２ステップとしては、建材試験センターの協力を得て、大型炉による検討を行う。この段階

の主な目的は、鉄骨梁・耐火材料取り付け用コースレッド等からのヒートブリッジによる発火の

有無および、載荷した場合の耐火性能の確認である。 
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1-4.委員会構成 

 

「鋼構造オフィスビル床の CLT 化」（耐火部材開発）委員会名簿（順不同・敬称略） 

 氏  名 所   属 

委員長 稲田 達夫 福岡大学 工学部建築学科 教授 

副委員長 塩屋 晋一 鹿児島大学大学院 理工学研究科 教授 

委員 倉富 洋 福岡大学 工学部建築学科 助教 

委員 堺 純一 福岡大学 工学部建築学科 教授 

委員 井上 正文 大分大学 工学部・福祉環境工学科 建築コース 教授 

委員 荒木 博章 熊本県林業研究指導所 林産加工部長 

委員 山之内 清竜 鹿児島県工業技術センター 地域資源部長 

委員 矢垰 和彦 建材試験センター西日本試験所 

委員 鈴木 淳一 国土技術政策総合研究所 防火基準研究室 主任研究官 

委員 成瀬 友宏 建築研究所 防火研究グループ 上席研究員 

委員 上川 大輔 森林総合研究所 主任研究員 

委員 梶原 茂 (株)オーシカ 九州営業所長 

委員 佐々木 幸久 山佐木材(株) 代表取締役 

委員 村田 忠 山佐木材(株) 取締役部長 

事務局 塩﨑 征男 山佐木材(株) 常務取締役 

事務局 前田 和浩 山佐木材(株) 総務経理部次長 

事務局 佐々木 真理 山佐木材(株) 総務経理部 

 
事業期間 

平成 26 年 9 月 26 日～平成 27年 3月 13 日 

 

委員会の開催 

平成 26 年 10 月 18 日(土) 第１回委員会   

場所：福岡大学 工学部５号館 ４階 ５４４教室 

平成 27 年 1 月 24 日(土) 第２回委員会  

  場所：福岡大学 工学部５号館 ４階 ５４４教室 

平成 27 年 2 月 21 日(土) 第３回委員会   

場所：建材試験センター西日本試験所 
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第 3 章 水平炉による加熱試験 
 
3-1 第 1 回水平炉による加熱試験 
3-1-1. 試験の目的  
3-1-2. 試験体の仕様  
3-1-3. 試験方法（加熱・測定） 
3-1-4. 試験結果 
3-1-5. 考察 
 
3-2 第 2 回水平炉による加熱試験 
3-2-1. 試験の目的  
3-2-2. 試験体の仕様  
3-2-3. 試験方法（加熱・測定） 
3-2-4. 試験結果 
3-2-5. 考察 
 
3-3-1  CLT 等新たな製品・技術の開発推進事業のうち中高層建築物等に係る 

技術開発等の促進（CLT 普及戦略の作成） 
第一回 CLT 強度データー収集等連絡会議 資料抜粋 
資料 3 超高層 S 造床への CLT の利用検討の進捗のうち 
国土交通省よりの指摘留意点 

3-3-2  11 月実施 第 1 回水平炉による加熱試験 試験報告書（写） 
3-3-3   2 月実施 第 2 回水平炉による加熱試験 試験報告書 (写) 
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第４章 考察およびまとめ 

 

ａ）小型炉実験より確認できたこと 

 一連の小型の実験を通して確認できたことは以下である。 

①被覆タイプの場合、珪酸カルシウム板 75mm は、２時間耐火の性能を十分有する。 

②被覆タイプの場合、強化石膏ボード 75mm は、２時間耐火の性能を十分有する。 

③被覆タイプの場合、ALC 板（ユカテック）72mm については、２時間耐火の性能を発揮す

ることはできなかった。 

④被覆タイプの場合、珪酸カルシウム版 15mm＋石膏ボード 30mm では。ピーク時 CLT 境界面

温度は、217℃であったにも関わらず、炭化が見られた。 

⑤珪酸カルシウム板は、表面温度が 1000 度程度に達しても、ひび割れは生じるものの、大

きな崩れ等は生じないことが分かった。 

⑥石膏ボードは、内部の結晶水が存在する間は、温度は 100 度を維持し高い遮熱性能を有

するが、表面温度が高温に達し、内部の結晶水が消滅してしまうと、遮熱性能を失い大

きな崩れが生じる。 

⑦ALC 板（ユカテック）は、表面温度が高温に達しても、大きな崩れ・ひび割れ等は生じな

いことから、高温に対する耐火性能は高い。 

⑧従って、２時間耐火実現のためには石膏ボードを CLT 側に配置し、表面（加熱面）を珪

酸カルシウム板または ALC 板で覆うのが、有効な方法と判断される。 

⑨燃え止まりタイプはいずれも２時間耐火の性能を満たすことはできなかった。 

⑩燃え止まりタイプ（珪酸カルシウム板 50mm）の場合、側面からの燃え抜けが生じたが、

このことから鉄骨梁との取り合い部分において、CLT の燃焼が、鉄骨梁上に進行しための

工夫が必要であることが分かる。 

⑪強化石膏ボードと普通石膏ボードでは、強化石膏ボードの方が、耐火性能は優れている。 

 

ｂ）大型水平炉実験より確認できた事 

⑫以下の２タイプは、２時間耐火の性能を満足する。 

  ・珪酸カルシウム板 15mm＋強化石膏ボード 45mm 

  ・ALC 板（ユカテック）36mm＋強化石膏ボード 30mm 

⑬鉄骨梁の耐火被覆は、鉄骨の２時間耐火仕様（珪酸カルシウム板 35mm）では、ヒートブ

リッジにより、CLT 板に発火現象が生じた。 

⑭鉄骨梁の耐火被覆（珪酸カルシウム板 70mm）では、CLT 板に炭化は見られなかった。 

⑮珪酸カルシウム板等の取り付けよう全ネジビスでは、CLT 板に炭化は見られなかった。 

 

ｃ）最後に 

 本事業により、２方式の CLT 床の２時間耐火システムを提案した。一方鉄骨梁について
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は、ヒートブリッジの問題は、とりあえず珪酸カルシウム板 70mm で回避可能であることは

明らかにしたが、さらなるスリム化、あるいは湿式岩綿吹き付け等による、さらに安価な

方式について、検討する必要があることが分かった。 

 エポキシ樹脂の溶融・発火の問題については、今回の事業では解決の方向性を示すこと

はできなかった。今後の重要な課題である。 

 しかし、２時間耐火の方式をとりあえず２方式示すことができたことにより、接合部事

業の成果と組み合わせれば、柱梁Ｓ造・床 CLT 構造システムについてはほぼ実現の目途が

立ったと言っても過言ではない。是非、実プロジェクトが立ち上がり、実プロジェクトを

通して、さらなる改良が行われることを、強く望む。 
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ＣＬＴ等新たな製品・技術の開発促進事業のうち 

中高層建築物等に係る技術開発等の促進（耐火部材開発） 
第 2回委員会議事録 

 

日 時：平成 27年 1月 24 日（土） 13:30～15:30 

会 場：福岡大学 工学部 4階 544 教室（福岡市城南区七隈 8丁目 19-1） 

出席者：（敬称略、順不同、[［ ]は欠席） 

委員 稲田 達夫(委員長)、［堺 純一］、倉富 洋、塩屋 晋一、 

田中 圭（井上 正文代理）、荒木 博章、中原 亨（山之内 清竜代理） 

矢垰 和彦、鈴木 淳一、成瀬 友宏、［上川 大輔］、［梶原 茂］、佐々木 幸久、

村田 忠 

オブザーバー ［西村 紘明］、［津村 真梨子］、高橋 佳久、大畑 勝人、青井 秀樹 

事務局 塩崎 征男、前田 和浩、［佐々木 真理］ 

議 事： 

 １．11月実施 加熱試験報告 

 ２．第 3回 小型試験炉加熱試験 試験体概要と一部速報 

 ３．2月 水平炉試験（建材試験センター／西日本）試験計画について 

 ４．平成 27年度 計画と課題 

５．次回日程 

 

―――――――――――――――――――議 事 録――――――――――――――――――― 

1． 第 1 回委員会議事録の確認 

・ 「資料 2-1」を基に報告され、内容について承認された。 

 

2．11 月実施 建材試験センター／中央試験所 試験報告 

・ [資料 2-2]を基に、試験結果について報告を行った。（塩﨑） 

被覆材の性能については、合格の判定。今後の課題として、①鉄骨との接合部 ② エポキシ樹脂 

③鉄骨の被覆厚などが残されたことを確認した。 

 

3．第 3 回目 森林総合研究所における 小型試験炉での加熱試験概要と一部報告 

・ ［資料 2-3］を基に、試験体の被覆材構成、計 8 体の説明と既に実施した 2 体の結果報告がなされた。 

(倉富) 

⇒実施した 2 体（ケイカル 25mm×2、ALC ユカテック 36mm+CLT ラミナ 30mm(燃え止まり想定)では、 

2 体とも加熱終了後、規定放置時間を待たず CLT の表面温度が 300～400℃となった為 途中での

中止となった。 

⇒燃え止まりタイプは、まだまだ検討が必要である。 

⇒ALC を検討する理由としては、① 軽量、② 設備や天井を止め付けるにあたってのビスの保持力に 

期待しているので、今後も ALC での検討は継続したい。(稲田) 

 

4．二月実施予定 水平炉による載荷加熱試験計画について 

4-1. 試験体図 

・ ［資料 2-4］「資料 2-5」を基に試験体寸法、鋼製枠仕様と作成する錘について説明がなされた。(高橋) 

・ 載荷荷重（錘）の算定根拠の説明がなされた。事務所 積載荷重 2,900 N/m2（矢垰） 
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4-2. 被覆材仕様の決定 

・ 今までの試験結果（小試験、11 月水平炉試験）より、1 体の仕様を 

最外層 15mm ケイ酸カルシウム板＋内側 15mm×3 枚 強化石膏ﾎｰﾄﾞ 計 60mm を上下面被覆とする。 

・ ALC の可能性を探る意味も考慮し、最外層 ALC(ﾕｶﾃｯｸ 36mm)＋内側 15mm×2 枚 強化石膏ボード

の 計 66mm を上下面被覆とする。 

4-3. 接着剤仕様について 

・ 性能評価時の記載仕様は、どこまで詳細に書く必要があるのか？ A種・B種、RF・API、幅ハギについて等

（塩﨑） 

⇒材料の仕様の記載内容、方法については 申請者の判断で決める事（鈴木・矢垰） 

⇒山佐木材にて判断し決定する。 

4-4. スケジュールについて 

・ 2 月 21 日、22 日に 2 体を実施予定。実施に当たってのタイムスケジュールを知らせて欲しい（塩﨑） 

⇒試験のスケジュールを検討する。（矢垰） 

⇒試験体製作は、前週の月曜～製作会社に予定してもらっている為、山佐木材からの CLT は 2 月 13 日

までには納入して欲しい（高橋） ⇒ 了解した（村田） 

 

5．平成 27 年度 計画と予算について 

5-1. 国土交通省・林野庁よりの留意点 

・ 「資料2-7」を基に11月に開催された「CLT強度データー収集等連絡会議」において当事業推進にあたっ

ての指摘された留意点について報告がなされた。（塩﨑） 

⇒特に構造面では繰り返し荷重について、防耐火では鋼材との接合、開口部・端部など木口面や被覆材

の脱落防止についてである。 

⇒平成 27年度事業内では、これらの確認を優先して実施することを計画することとした。 

5-2. 平成 27 年度計画と予算 

・ 「資料 2-8」を基に実施試験内容と林野庁への予算申請（案）が説明された。（塩﨑） 

⇒水平炉試験、小型炉試験、接合部・木口面加熱試験、耐久性確認試験、ダンパーなどの試験を計画し

総額\40,000,000 の案を林野庁に提出済み。 

 

6. 成果報告書作成 

・ 「資料 2-9」を基に成果報告書の項目と執筆担当者（案）の説明がなされた。（塩﨑） 

成果報告書の締切及び予算執行に関する支払い・伝票の締切については、後日事務局より各担当者に

連絡することとした。 

 

7. その他 

・ 次回委員会を平成 27 年 2 月 21 日 13:30～15:30 加熱試験の放冷時間に合わせて、建材試験センタ

ー／西日本試験所にて開催する。試験見学希望者は、後日試験スケジュールを連絡するので それに合

わせ参加して欲しい。 

・ 鈴木委員より、鋼材接合部検討にあたって鋼材の最低断面を指定する必要がある旨の提案がなされた。 

・ 塩崎より、現状では 鉄骨構造と木構造の床耐火は、接合部が評価対象外にも係らず 別の評価となって

いる。本件については、建材試験センター／中央試験所 佐川氏に検討を依頼している。 

 

以上 
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ＣＬＴ等新たな製品・技術の開発促進事業のうち 

中高層建築物等に係る技術開発等の促進（耐火部材開発） 
第 3回委員会議事録（案） 

 

日 時：平成 27年 2月 21 日（土） 13:30～15:00 

会 場：建材試験センター西日本試験所会議室（山口県山陽小野田市大字山川） 

出席者：（敬称略、順不同、[［ ]は欠席） 

委員 稲田 達夫(委員長)、堺 純一、倉富 洋、［塩屋 晋一］、 

田中 圭（井上 正文代理）、荒木 博章、中原 亨（山之内 清竜代理） 

矢垰 和彦、［鈴木 淳一］、［成瀬 友宏］、上川 大輔、梶原 茂、佐々木 幸久、

村田 忠 

オブザーバー ［西村 紘明］、［津村 真梨子］、高橋 佳久、大畑 勝人、［青井 秀樹］ 

原田 寿郎 

事務局 塩崎 征男、前田 和浩、［佐々木 真理］ 

 

議 事： 

 １．前回議事録（案）の確認 

 ２．当日実施、2時間載荷加熱試験の経過状況報告 

 ３．成果報告書 第 2章 小型試験炉 内容説明 

 ４．同 報告書 第 3章 水平炉加熱試験 内容説明 

５．成果報告書提出へのスケジュール確認 

６．来年度 検討・試験項目の確認 

７．当日実施、2時間載荷加熱試験体解体立会 

８．その他 

 

―――――――――――――――――――議 事 録――――――――――――――――――― 

1． 第 1 回委員会議事録の確認 

・ 事務局より[資料 3-1] 前回議事録（案）に基づき報告され、内容について承認された。 

 

2． 当日実施試験 実施概要についての説明 

[資料 3-3]に添付されていた、第 2回目水平炉試験体図・錘図に沿って、当日実施している水平炉

による 2 時間載荷加熱試験の概要と着火より現在にいたる経過報告を行った。（塩﨑） 

 

3． 小型試験炉分成果報告書（案）の説明 

[資料 3-2]に基づき、森林総合研究所にて実施した小型炉による加熱要素試験に関する成果報告書

（案）の説明がなされた。（倉富） 

その中で最終試験が、3月 11日 本事業の締切前の実施予定であることの事前報告がなされた。 

 

4． 水平炉 2 時間加熱試験分成果報告書（案）の説明 

[資料 3-3]に基づき、建材試験センター中央試験所で 11 月実施した水平炉加熱試験、今回実施し

ている載荷加熱試験（案）に関する成果報告書（案）の説明がなされた。 
同センター西日本試験所 矢垰氏より、報告書作成に間に合うよう報告書の作成していただくこ

ととした。（塩﨑） 
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5. 来年度以降の検討課題、試験実施計画について 

・ 来年度、取り組む課題と既に予約済みの試験実施計画についての確認を行った。 

① 試験予定 

a) 7 月 6 日～10 日（予定）建材試験センター中央試験所 上面加熱試験 

b) 9 月 14 日～18 日（予定） 同 西日本試験所 下面・載荷加熱試験 

c) 12 月～H28 年 1 月（予定） 性能評価試験 

②  検討項目 

a) 鉄骨接合部  

b) 施工後の耐久性、施工時の養生 

c) 被覆材のより一層の経済・性能合理性の検討 

d)  

e) 耐火被覆材のプレファブ化 

③  他の鉄骨構造への木材の利用⇒ダンパー他 

・ 耐火炉の確保は前述通りであるが、接合部他後数回の試験が必要となる。森林総合研究所での小

型試験炉の継続の他に建材試験センター（西日本試験所）より、今回同様に土曜日での試験対応

について、対応いただけるとの申し出をいただいた。 

 

6.. 試験終了後の確認 

・ 当日、実施していた試験終了後の確認を全員で行った。 

・ 結果としては、ALC36mm+強化石膏ボード 15mm×2 枚貼の仕様においては、CLT の表面の炭化・変

色は見られず、また最外層から CLT に直接ビス止めした箇所におけるビス熱橋による焦げ・変色

も見受けられなかった。性能評価試験の判定基準としては「合格」の内容であることを 建材試

験センター側より報告を受けた。 

 

以上 
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